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多次元局在化学情報に基づく疾病状態の可視化技術

【背景】
生体組織の「分子群の局在」を高精細かつ網羅的に可視化し、健康状態を反映する特徴量を抽
出する技術は、生命現象の理解の礎として、また、病気の究明・予知・予防の高度化に極めて
重要である。

【目的】
１：ピコリットル液体を活用する質量分析イメージング法を用いて、ヒト疾患組織に内在する
する化学成分群の分布を可視化する。
２：化学成分群の強度情報と位置情報からなる多次元化学分布情報に基づいて、疾病状態や健
康状態を識別・理解するための客観的評価基準を得る。

【研究成果】
「タッピングモード走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法（t-SPESI, tapping-mode 
scanning probe electrospray ionization）」は、振動するキャピラリプローブを介して、ピ
コリットルの帯電溶媒を試料に断続的に付与することで、生体試料に含まれる化学成分の局所
抽出とイオン化を迅速に行うことができる。これまでに計測システムの高機能化を図り、現在
では高質量分解能の質量分析装置とt-SPESIを接続した計測システムが稼働している。本計測
システムを用いて、ヒト拡張型心筋症組織を計測した結果、トリアシルグリセロール（中性脂
質）と推定される複数の脂質成分が組織内に局在することを見いだし、脂質の種類とそれらの
分布を精密に計測できることを示した。今後は検体数を増やして検証を進める。このように、
従来の染色法では捉えきれない、疾患組織に内在する化学成分分布の計測・解析技術は、高度
診断のための情報提供に繋がることが期待される。

• 対象疾患：ヒト拡張型心筋症（国内5万人、世界380万人）など
• 特許： 日本特許5955032、5955033、欧州特許EP 73317、中国特許CN104285275B、米国特許9287099、

9269557、9252004、9190257、9058966、8957370、8710436
• 技術の特徴：ピコ体積溶媒による高速抽出イオン化
• 希望する企業連携の内容：共同・ライセンスアウト


